
昭和48年、大阪から北海道のとある田舎町に引っ越すことになった在日コリア
ンの少年の「ぼく」。新しい学校に登校する前、ぼくは朝鮮人だということを隠
すよう忠告される。なぜ…？
必死にごまかしてはみたものの、ある日の朝の教室で見たのは黒板に大書され
た「さっさと朝鮮に帰ればいい」の文字。ぼくの名前が書いてある！ばれた！
ピント外れな先生によそよそしいクラスメイトたち。折しも町は選挙の真っ最
中。ぼくらの生活はどうなるの？この甘酸っぱい想いの未来はどうなるの？そ
して飼い猫が捕まえてくるネズミのような生き物は…何？
在日コリアンにまつわる差別と「反ヘイト」をテーマに、当時の懐かしさを満
載してドタバタ・ドキドキのコメディタッチで描く木下繁の意欲作！
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